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要旨 
   学部初期教育の日本事情科目において、社会、経済、文化などの時事問題を 
対象として扱うとき、受講者がそれらの事象を詳細に理解していくことは大変難 
しい。しかし自分の経験に引きつける形で対象とする記事内容を認識し、自分な 
りのコメントを付していくことは十分可能であろう。本稿では学習者が持つ経験 
知（経験の深浅を問わない）を生かしながら「話すこと」そしてそれによる応答 
を「聞くこと」をくりかえし、さらに改めて「書くこと」で理解するといった、 
実践としての座談が持つ役割を検討してみることとする。近年話題になっている 
文化リテラシーの養成と関連させて座談の効用を授業実践から考えてみたい。 
 
１．はじめに 
 日本に学びに来る外国人学生が留学生・就学生合わせて 12 万人(平成 18 年 5 月現在)で
ある現状において、彼らへの教育が多様になっていることは明らかである。ひとことでい
えば、「留学生教育」ということばではひとくくりにできない多様な方法論が存在するよう
になり、彼らの属性、適正、文化背景に見合った教育プログラムが必要である。このこと
は、日本語教育を含めて留学生を教える機会のあるものにとっては、十分に理解できてい
ることなのであるが、世間一般からすれば必ずしもそうではない。やはり世間からはひと
くくりに「留学生」という見られ方が存在するものであり、さらに留学生教育は、日本人
と違う他者(ここでは日本に学びに来る外国人留学生としぼっておくとする)への教育とい
う枠組みで一面的に捉えられる向きがある。 
 しかしながら数多くの外国人が日本にやってきて、さらに日本経団連の示す「外国人受
け入れ問題に関する提言」（註 1）に示されるように、外国人が日本の社会において働きそ
して生活をする社会が一般化しつつあるのであり、他者の文化や社会的背景を認知し受け
止めた上で自身の考えを表現し、相手に対してまずは協調してコミュニケーションを取っ
ていく能力がとても重要になってくる。 
いわゆる文化リテラシーは日本語教育のなかでも多く議論されるようになり、特に日本
の文化・社会などを教える導入授業では、この文化リテラシーをどのように援用するか話
題になっている(註２)。文化リテラシーの概念は留学生教育の枠から飛び出し、日本社会
一般の問題として萌芽させ、さらに成長させていかなければいけないものである。 
 本稿では、大学の教養教育で行う、文化リテラシー養成における経験の持つ役割を、あ
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る授業実践から報告を試みたい。文化リテラシーの形成にとって、それぞれの人たちが判
断していく礎になるのが、この経験である。経験は個別独自的なものから文化的背景に関
連させたもの、さらに深度の深い身体技術的側面と多様ではある。経験は個人の価値認識
を作る基礎となるものである。そして経験はことばに説得力を持たせる強みがある反面、
経験にとらわれるあまり世界観を一面的な見方に閉じてしまう弱さも伴う。そのことに配
慮しながら、経験に基づく意見のとりまとめを、他者のことばを聞くこと、それに対して
話すこと、そして間をおいて書くという実践を通じて文化リテラシーの構築のあり方を考
えていくこととしたい。 
 
２．文化リテラシーと経験知（暗黙の知） 
 ことばは文化との関係で不即不離なものであり、そして近年の日本語教育においても文
化を（とくに「異文化」を）どう受け入れ解釈し受け答えしていくかという能力に着目し
た教授方法が議論されている。先述したようにこれらの能力は「文化リテラシー」という
ことばをキーワードに議論されてきているが（註 3）、第二言語を習得するうえでは、ひと
まず自分が育ってきた文化的背景とそのなかでの経験による知識と認識によってこの能力
が養成されるものであろう。つまり経験による知識「経験知（暗黙の知）」が大きな役目を
果たすと筆者は考えるが、ここでは浅いレベルから深いレベルまで広い意味での経験知が
文化リテラシーと大きく関わってくるのではないかという前提で（註 4）、まず文化リテラ
シーの養成について、日本事情教育の授業という場における可能性と関連させて述べてい
きたい。 
 文化リテラシーは、当然であるが「文化」をどう解釈するかという姿勢と大きく関わる。
そのことについて川上郁雄は日本事情教育において「文化をどう教えるか」という視点で、
ことばと文化との関わりについて明確に指摘している。川上は、従来の外国語教育におい
て文化をどう考えるかという点が希薄であったことを指摘した上で、そのことばを話す
人々に付与された社会的意味、社会的文脈を教えることの重要性を述べている。その前提
で「ことばの教育は必然的に文化の教育という前提が成立する」という立場を示している。
さらに川上は「文化や社会には異質性、多様性があり、流動的で絶えず変化しているもの
と見る動態的モデルに立つべき」であると指摘している［川上 1999 年 18-19 頁］。文
化や社会を静態的なものとしてみた場合、画一的なイメージにつながり、異文化を十分に
対象化しきれない。実のところ異文化のみならず自身の基盤となっている自文化に対して
もそれはいえることでもある。そういう意味で浅いレベルの「経験知」は、自身の文化基
盤を相対化できずに固定化したものとしてみてしまう罠に陥ることもある。「中国では○○
である」とつい語ってしまう文化認識は、見方によっては自分の経験を固定化して一般的
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な文化認識につなげてしまうものでもあろう。ただし、この経験知はさまざまな背景の人
たちとディスカッションするなかで多様性を認識する方向に進化していかないといけない。
文化リテラシーとは、他文化に対して受け答えしながら対応していく能力であるとともに、
自身の経験知に基づく自文化の文化的解釈をさらに進めていくことのできる能力であると
もいえる。その意味で、文化リテラシーは留学生が学ぶ日本語教育の脈路とは別に日本人
学生の学ぶ日本文化を認識する能力とも大きく関連しているのである。 
さて本稿で使用する浅いレベルの経験知をもとに認識を深めていくプロセスは、形式知
ともいえる言語化された一定の形式化された文化的認識を変容させていく能力とも関わる。
もっとも、本稿では授業という「場」の中では方法に限られたもの言いとなるが、その能
力を磨いていく方法のひとつに実は緩い関係の中での談話があるのではないか、と筆者は
考えている。ディスカッションでもなく、ディベートでもない、いいかえれば座談である。
意見をまとめてからしゃべるのではなく、しゃべりながら意見をまとめ、聞きながら理解
し私見をさらにまとめる作業である。緩さの中で相手を敵対せずに話していくことにより、
定型化された知識はひとまず棚上げにできる雰囲気が作られる。ただしそうはいっても話
の中でことばがうまく交差しない場合もあるので、ある程度話をしたら、時間をあけてそ
のあとゆっくり時間をかけて書いてもらうことにより自身の意見を相対化して見ることも
できる。 
本稿ではその実践がうまくいっているかどうかは別として緩い空間で座談し、改めて
「書く」ことにより文化リテラシーが構築できるかどうかの報告を以下に示していきたい。 
 
３．日本事情 8 における座談の実践 
（１）概要、授業内容リスト、授業方法 
 ①概要と授業方法 
 千葉大学における日本事情科目は、学部留学生の卒業要件となる必修科目であると同時
に、日本人学生は教養科目（千葉大学では普遍教育科目と称する）のひとつとして卒業要
件にできる科目でもある。2000 年度より留学生向け科目は日本語科目をのぞいて日本人学
生、留学生の混在授業を前提として運営している。授業時において日本人学生には積極的
な発言を求め、「母語で自分の育ってきた文化を他文化の人にしゃべるならば、どういう表
現が可能かを意識してほしい」と伝えている。またこの授業には本学に交換留学できた短
期留学生も受講している。 
今回対象とする 2006 年度後期開講「日本事情 8」は「時事から日本を考える」とサブ
タイトルをつけ、毎回新聞記事に書かれた内容の解説と、その内容に基づいてグループ内
で座談するという構成を組んでいる。扱うテキストは毎回さまざまなで 2006 年度に使用
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した新聞記事は表 1 の通りである。 
 
【表 1】2006 年度日本事情 8 で扱った記事および課題など 
対象とした記事名（かっ
こ内は授業日） 
出典 概要・ねらい グループで話し合うテ
ーマ 
（10/10）ことばの談話室 外
来語の「ヴ」 福沢諭吉の作
生き残る 
2006/10/8 
朝日新聞朝刊 
日本語カタカナ表記に
ついて、疑問や不思議
を検討。 
日本語のカタカナ表記で気
になることを具体的に出し
てみてください。それに対
しておたがいコメントをつ
けて意見交換をしてみてく
ださい。 
（10/17）「翻訳家」蓮池さん
奮闘 歴史小説・「ソナ」本・・
すでに 8 冊出版 
2006/10/8 
朝日新聞朝刊 
2 カ国語について。拉致
被害者蓮池氏の翻訳業
務を紹介しながら、こ
とばを文化的背景と関
連させて考えることを
検討。 
日本語と母国語で訳すると
きに難しいと思ったことを
述べた上で意見交換してく
ださい。（例えば敬語のニュ
アンスをどのように捉える
かなど） 
（10/24）代理出産 法整備は
待ったなしだ 
2006/10/17 
朝日新聞朝刊 
社説 
長野産科医による代理
出産を実の母親（つま
り子の祖母）がなった
事例より、代理出産の
現状と法律上の子ども
の扱いについて考え
る。 
現在の日本の法律では代理
出産による子は分娩した母
以外実子になれない。卵子
提供者を実母として認める
法整備はすすめるべきかど
うかについて、それぞれの
意見を述べた上で検討しな
さい。 
（10/31）いじめ自殺 隠蔽体
質の改善が急務だ 
2006/10/19 
産経新聞朝刊 
社説 
北海道、福岡県で起こ
ったいじめを苦にした
自殺について、問題教
員や教育委員会と関連
して説明。教員の身分
保障や教育委員会の権
限について説明。 
学校における「いじめ」は
多様なものであり、何かし
ら見たり体験したりしてい
る人もいるかと思います。
そのような事態に置かれた
とき、学校や教師の役割・
態度はどうあるべきでしょ
うか。また学校や教師の限
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界についても自由に話をし
てもいてください。 
（11/7）履修逃れ 公教育は
受験だけでない 
2006/10/27 
産経新聞朝刊 
社説 
高校世界史の未履修問
題について、日本の高
校教育でなぜ世界史が
必修になり、なぜ受験
のためにこの科目をは
ずす学校が出てきたか
を説明。 
世界史は必修にしないとい
けないものですか？留学生
のみなさんは、自分が受け
てきた歴史教育について詳
しく事例提示したあと、日
本人学生と意見交換してく
ださい。 
（11/14）学力テスト 下位校
の予算を削るな 
2006/11/7 
朝日新聞朝刊 
社説 
東京都足立区で学力テ
ストに基づいた学校へ
の予算配分案が出され
た（のち撤回される）
背景について説明。 
公立小中学校における学校
間競争をどう考えますか？
公平、競争という視点を意
識しながら自らの意見を述
べたうえで意見交換してく
ださい。 
（11/21）核を持つ 日本を危
うくするだけだ 
2006/11/11 
朝日新聞朝刊 
社説 
中川昭一自民党政調会
長の発言と社会的影響
について。核の問題の
他に議論を提示するこ
とでも批判を受けるそ
の他の事例もあわせて
説明する。 
核所有の問題も含めて日本
では議論すること自体「お
かしい」といった批判を受
ける事例がいくつかありま
す。思いつくかぎりグルー
プで出してみてください。
（12/5）日本の食文化の基本
「和」食 
キッコーマン
（株）ＨＰより
2006/12（日に
ちは不明）閲覧
（テキストは指
名した日本人学
生が準備） 
日本の食文化が多様に
なってきた歴史的背景
を説明し、栄養のバラ
ンスをとれた食事につ
いてどのように語られ
てきたかを説明する。
食事のバランス（肉、魚、
野菜そして栄養摂取など）
について、みなさんの育っ
てきた文化においてはどの
ように教えられ、また自分
たちは考えていますか。お
たがいの考えを出した上
で、その違いを述べてくだ
さい。 
（12/12）世界の国技 国技
（民族スポーツ）から世界を
出典不明 
（テキストは指
日本において相撲競技
が国技といわれるよう
みなさんが出身の国で「国
技」あるいはその国の代表
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探る 名した日本人学
生が準備） 
になった背景および力
士の番付の意味につい
て説明をする。 
的なスポーツとは何でしょ
うか。もしあるならばこれ
を世界の国々との交流を図
るスポーツになりそうです
か？それぞれが意見を出し
てください。 
（12/19）親の関心学力を伸ば
す 小中学生調査「対話の有
無が大きく影響」 
2006/10/13 
読売新聞（テキ
ストは指名した
日本人学生が準
備） 
家庭環境と小学生の成
績に関する統計分析を
紹介。夕食をひとりで
食べるかどうかなどと
成績の関連を考察して
いる記事は、そのまま
受け入れられるかを検
討した。 
みなさんが大学に入る前に
家で過ごした夕食の風景を
細かくグループ内で説明し
てみてください。またその
ときどのような会話をし、
自分にとって家族との夕食
はどのように位置づけられ
るか考えてみてください。
（1/9，16，23） 
築けるか活力社会 安倍サン
タの贈り物 
2006/12/25 
日経新聞朝刊 
2007 年度国家予算につ
いて説明し、来年度は
何に重点的に予算配分
をしようとしているか
を考える。 
少子化と女性の職場復帰に
ついて、自分なりの意見を
まとめた上でグループの人
と意見交換してください。
（1/16）「医師バンク」苦戦 
登録延びず実績低迷「女性版」
発足へ課題 
2007/1/13 
朝日新聞夕刊 
1 月 9 日授業で扱った
記事と関連させて、女
性医師が結婚出産後の
職場復帰をするときの
再教育基盤を作るべき
であるとする主張を紹
介。 
出産後の社会復帰につい
て、みなさんが母国で見て
きた事例を紹介してみてく
ださい。育児休暇で休むこ
とについて、どのような認
識を持たれているかを自分
なりにまとめて意見を述べ
てください。 
（1/23）整備新幹線の事業費
16％増 07 年度、地元負担増
額 
2006/12/23 
朝日新聞朝刊 
1 月 9 日に扱った記事
と関連させて、日本で
は新幹線整備と地域振
興は大きく関連してい
ることを示す。 
長距離鉄道移送と経済発展
との関連についてそれぞれ
の出身国の事情をもとにグ
ループで説明してくださ
い。 
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授業の流れは以下に記すとおりである。まず受講者には授業の前の週にあらかじめ新聞
記事のコピーを渡し、予習をしておいてもらう。ここでは大枠をつかむための「読む」作
業を中心にしてきてもらうようにしている。もちろんわからない表現やことばについては
調べることが望ましいが、むしろあまり細部にこだわらず、何が書かれてあるかは把握し
てくるように伝えている。わからない用語は少なくとも印をつけて授業時に解決できるよ
うに伝えている。 
授業当日はまず記事内容についての解説を授業者側（筆者）が 3，40 分行う。次にグル
ープに分かれてある課題を授業者側から提案し、話をはじめてもらう。与える課題は表 1
に記したように記事に関連させて話をしやすいように心がけてはいるが、十分に話が広が
らない場合、各グループにまわって少し課題を修正してしゃべりはじめてもらうようにし
た。基本的に善悪や是非論に陥るようなことは避け、自分の経験に基づいて問題意識を引
きつけておいてから、意見を表明し、またグループメンバーの意見も聞くというスタイル
である。くりかえすが、討論ではなく座談である。グループでの結論を出すことは求めな
い。 
各グループは 4、5 人を前提に構成し、同じ国籍の人が 3 人以上にならないようにし必
ず日本人学生を 1 名配置し、授業前にグループ分けをしておく。このグループは毎週メン
バーを変えている。ことばは日本語を使用し、また同じ国籍のもの同士（中国の留学生が
多いので、グループのなかで 2 人は中国人留学生が配置されることが多い）の母語での会
話はひとまずやめてもらうようにしている。ここでは「話す」ことと「聞く」ことを中心
に与えた課題に近づきながら座談してもらう。 
およそ 40 分から 50 分程度の座談を行い授業終了となるが、次の週にはこの座談で話し
たりなかったこと、会話のまとめ、いえなかった反対意見、あるいは相手の話で感心した
ことをＡ4 判 1 枚に自由に書いてもらう。ここでは座談に基づきながらも少し距離を取っ
て間を開けて「書く」ことをしてもらう。 
授業で扱った記事についてであるが、3 回だけ 3 人の受講学生（日本人学生）に話題提
供となる記事を持ってきてもらったが、記事ではなくインターネット上の文章（しかも出
典先、閲覧日が不明な）を出してきた学生も 2 人おり、活字メディアよりもネット上の文
章を選ぶ傾向がある。総じて新聞記事（特に社説）はなじみを持っていないということも
あり、授業者側は比較的複数の新聞社説を選んで、それらの主張について読むポイントを
示したいと考えた。 
②受講学生の属性 
 受講学生は 24 名、日本人学生は 5 名、留学生を出身告別にならべると中国 10 名、韓国
5 名、ベトナム 1 名、モンゴル 2 名、カザフスタン 1 名である。短期留学生がこのうち７
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名である。日本語クラスのグレードでは上級クラスに入る留学生が大半で、おおよそ文章
の読み書きにおいて学部授業についていける能力を持ちうるが、新聞や雑誌などの時事関
係の文章を積極的に読みこなしている留学生はいない。 
学部生は文学部 2 名、教育学部 3 名ですべて日本人学生である。留学生は法経学部 4 名、
理学部 1 名、工学部 5 名、園芸学部 1 名である。短期留学生 7 名も文学部、教育学部、法
経学部に配置された文系の学生であり、うち 3 名は日本語日本文化研修生（日研生）であ
る。受講者の年齢はほぼ 20 歳代前半の平均的な大学生であるが、日本人学生のうち文学
部 1 名は 60 歳代、教育学部 1 名は社会人経験のある 20 歳代後半の学生であった。 
 
（２）時事問題を扱うことの難しさ 
 上記のような受講者構成であるが、以下の点に留意する必要が座談の間生じたことを記
したい。時事問題を題材にしたときやはり 40～50 分の座談ではなかなかまとまった話を
しづらいという点である。座談をはじめる際、学生同士所属がバラバラなこともあり、そ
れぞれの名前を確認、自己紹介してから話をはじめることになる。最初の段階では授業で
話題にした内容を確認していく作業から話が始まるが、事実関係に関わる細かい不明点は
授業者（筆者）に質問をしてくる。その説明を加えたあとで話がかみ合ってきたところで
座談が展開されるが、軌道に乗ったころ授業が終了となるケースがよく見かけられた。 
例えば「履修逃れ 公教育は受験のためだけではない」（11/7 授業）で世界史の必修逃
れを題材にした回では、最初に日本人学生のほうから自分が受けてきた高校地歴科、公民
科の説明を留学生に行うことで、日本の高校教育の一端を説明するグループがほとんどで
あった。当然この作業に時間がかかってしまう傾向にあった。日本人学生にとっては「自
分の高校はどうだったか」を中心に語っていく側面と日本の高校地歴科と受験の問題を語
っていくのでなかなか表現が難しいように看取された。当然それに関連しての質問が留学
生から出されるが、そのやりとりをしている間に 40 分ぐらいはすぐに終わってしまう。
したがって、本来授業者側で想定していた留学生が学んできた高校教育の事例紹介までし
ゃべる余裕がなくなってしまったグループが多かった。「なぜ日本の高校で世界史が必修に
なったのか」まで踏み込んで考えるには時間をかける必要を感じた。 
このように、学生にとっても興味がある時事問題のテーマの場合、消化不良になる難し
さがあるが、そのいっぽうで、逆に興味を持ちにくいテーマの場合、話の展開に苦労して
広がらない場合もあった。例えば「整備新幹線の事業費 16％増 07 年度、地元負担増額」
（1/23 授業）では、授業者である筆者の選定に問題があった側面もあるが、興味をいかに
深めさせる新聞記事を探してくるかでは非常に苦労をした例である。中国で新幹線整備が
急速に進んでいることや日本の地域振興策では新幹線の整備や新駅設置で是非論が出るこ
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とを紹介したかったのではあるが、この話題はさほど自身の日常経験に関連しないので興
味をひろがらなかったようである。 
時事問題で学生の興味と関わって広がる事例は無尽蔵にあるわけではない（本当はそう
あって欲しいのだが）。特におたがいの育ってきた文化的背景を前提に自身が経験したこと
を言語化し、相手の意見を受けた上で自分の考えを修正しさらに言語化できるかは、時事
問題への興味関心度と大きく関わる。その意味で、毎回のテキスト選定では学生の興味に
つながるかどうかは非常に難しい側面があった。代理出産の話も受講者にとっては大変関
心が強かったのではあるが、彼ら自身が出産の経験がない分実感としてのコメントを発し
にくい印象も見受けられた。もっとも、出産の経験はなくても「多様な出産の形式がある
という現状と、養子・実子であることの法律的な問題をどう考えるか」は考えられ得るも
のではあるが。 
彼らの経験と話題に出した時事問題をどうつないでいくかが鍵なのだが、その説明を前
半の授業で時間をかけると座談の時間が短くなり授業時間が足りなくなってしまうという
ことがあったことを反省も含めて記しておきたい。時事問題と興味そして受講者の「経験」
の関連を持たせていくことにはそれなりの難しさを感じた。 
 
（３）経験に基づいた会話とコメント。「いじめ問題」と「親子関係」の事例から 
 前項では時事問題を扱う難しさを述べたが、それとは別に、自分の経験に基づいた会話
をもとに相手の話を導き、さらに自分の経験を相対化できるコメントが書ける回の授業テ
ーマもあった。その中でも特に「いじめ問題」と「親子関係の関心度」が、受講者の興味
と結びつくテーマであったようである。この 2 つの事例をもとに「話す」「聞く」そして
「書く」がどう展開したかを紹介したい。 
①「いじめ自殺 隠蔽体質の改善が急務だ」（10/31 授業） 
 留学生から「日本でなぜいじめ問題があるかわからない」という発言はよく聞くし、ま
たこの授業のガイダンスで「扱ってほしい気になるテーマは?」と聞いたところ、いじめ問
題のことを取り上げてほしいという声が複数の学生から（日本人学生、留学生問わず）出
てきた。人間社会においては文化的背景が違っても誰かを集団から排除していくという構
図は存在するだろうし、またある特定の文化的背景に根ざす要因ではなかろう。しかしな
がら、「いじめ」は日本特有の問題として留学生には映っている印象があるのだが、その印
象をもう少し広げて考えていく必要があるように思われる。「いじめが存在する」というこ
とと「いじめ問題」ということばに微妙なニュアンスの違いがあり、捉え方を今一度考え
ていく必要があるようである。 
 この授業では福岡、北海道で起こったいじめによる自殺について、問題教師の存在と学
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校を管轄する教育委員会の役割そして地域社会と子どもの関わり方などについて、日本の
学校事情と関連させて説明をした。 
 そして座談のお題で「学校における「いじめ」は多様なものであり、何かしら見たり体
験したりしている人もいるかと思います。そのような事態に置かれたとき、学校や教師の
役割・態度はどうあるべきでしょうか。また学校や教師の限界についても自由に話をして
もいてください。」と受講者に投げかけた。それぞれが学校で経験したことのある「いじめ」
についてと、その事例においてどのような対応がされたかを示してもらった。あるグルー
プのやりとりを示したい。 
 このグループは 4 人で、そのうち 1 人の日本人学生は 60 歳代（A さんと記す）である。
あとの留学生は中国 1 名（女性、Ｂさんと記す）韓国２名（ともに男性、C さん,D さんと
記す）である。留学生の年代はほぼ同じ 20 歳代前半である。 
 このグループの中で「いじめが起こった（あるいは受けた場合）場合どのように周囲に
その事実を知らせられるのか」について話題がひろがったようである。以下この点の話題
について少し離れて聞いていた授業者のメモをもとにやりとりの一部を書いてみたい。 
 
A さん「私たちが小学生だったころは、60 人学級が当たり前で先生も大変だったけど、み
んな先生のことを尊敬していた。また地域のまわりの大人たちもこどものことをよく叱っ
たり、関わったりしていた。もっと学校や父兄、地域の大人たちが連絡を取り合い未然に
防ぐことをしないといけない。」 
B さん「いじめられている人がどうやってまわりの人にそのこと（いじめられていること）
知らせるのですか。そんなこと難しいのではないですか?」 
C さん「私、軍隊にいたころ、告げ箱みたいな、いじめられたことを書いてその箱に投げ
込むといったものがあったけど・・・でも人によっていじめられているという感覚は違う
し、告げ口に使う手段があるとなると、おたがい疑いを持ち出して相手を見るから、問題
もありました」 
 
冒頭で「いじめをなくすには」というところから話をはじめ、Ｃさんが具体的な自分の経
験をだしながら、いくらいじめを知る手がかりを作ってもおたがいの友人関係に疑いが起
こるのはどうも問題であり、「いじめられた」と感じている人にも考えることがあるという
意見を示した。彼自身の経験として小学校 6 年生のとき、クラスでいじめられている子が、
隣の学校の番長に頼んで、いじめグループ全員を人の見ている前でやっつけてもらって以
降、その子に対してのいじめはなくなったというエピソードを語った。この解決方法で、
学校も大人も全然関与していないということを述べ、A さんが述べた、ある程度大人が関
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与すべきであるという考え方とは違う意見を述べた。 
 それぞれの経験をもとにしていじめ問題の解決方法について自分の意見をどう伝えてい
くかを示したやりとりであるが、この点に関しても A さんは座談後の提出ペーパーで述べ
ていることがあるので示したい。 
「今日のテーマは昔から人間が社会を構成すれば当然起こりうる問題でいかにして自殺な
ど尊い命を絶つという、あってはならない事件が現実にあり、どうしても限りなくゼロに
向け努力すべき課題である。」 
と述べた上で、グループで座談した学生のいじめに関わる経験を要約したうえで、 
「いじめは日本だけでなくどこにでも発生する現象とこの班で納得した」と述べている。 
おたがいの経験と感覚により「いじめ」が実は人間社会どこにでもおこりうる問題という
認識から「いじめ問題」の「問題」とは何かというところで共通に話をしようというグル
ープによる座談であったことが看取できる。「いじめ」と「いじめ『問題』」ということば
のブレを確認した上で、日本文化における特殊な事情として捉えられるべきものではない
ということは、当たり前の発想ではあろうが、意識として変化したようである。 
 のちに出してくれるペーパーには、座談のときに聞いて感じたことを改めて自分の考え
に基づいて評価（コメント）を出してくれる効果がある。 
 たとえば D さんのペーパーでは「なぜか主題にあわない話ばかりしたため個人的な意見
だけを書いてみようかと思う」と冒頭に記入しているが、彼自身は話題になった「いじめ
問題」への他者（特に大人）の関わりについて、とても意識したコメントを書いている。 
「（大人が注意深く監視したところで）子どもがいつも同じ姿を（大人に）見せるとは限ら
ない」 
「子どもの生活範囲は父母と学校の先生だけでは（わから）ない」（括弧付きは筆者註） 
と述べ、いじめ問題に対して大人の介在の難しさを実感として述べている。 
ただしいじめを知っていて知らないふりをしていることに対しては批判的態度を取っ
ている。D さんは改めて、今回の北海道のいじめ自殺に関する教育委員会の隠蔽行為に対
しては批判的で、大人がいじめの事実を認識していたかどうかについてははっきりと考え
方を明言している。 
「いじめが起きたときの対処はいじめが起きていたのを知っていたか知らなかったのかに
よって（教師や教育委員会を）処罰するかどうか決めた方がいいと思う。」（括弧付きは筆
者註） 
と述べた上で 
「これもいろいろ限界があるであろう」 
と締めくくっている。 
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いずれにしても A さんにより、この問題は大人（地域に住む人たち）の介在が大事であ
るという口火から展開し、大人がいなくても解決できる道筋というのはないだろうか、と
いう問いを立てて他の 3 人は述べている。これが事後のペーパーからも看取できる。 
C さんと D さんの考え方が、北海道や九州の悲惨の事例に援用できる意見かというとい
ろいろ批判はあるだろう。しかし彼らはクラスの中で自立性を持った解決方法をどのよう
に持ちたいかから考えたようである。現実性は別として、自身が経験した（あるいは遭遇
した）ものごとに基づいたとき、この問題に対しての大人の介在には何かしらの違和感を
持ったようである。 
ここでは日本人学生Ａさんの世代がはるかに上でそのほかの学生と育ってきた文化的
背景と世代差のギャップがあるかと思ったが、話してみると意外にこの問題は特殊な文化
的背景ではなく、どのように解決の手順を当事者が考えているかという展開になったよう
である。 
「いじめられる側も考えるべきである」ということばは字面からだけだと大変誤解を受
けるものであり、意味が正しく伝わるとは限らないとりまとめかもしれない。しかしここ
で C さんは D さんの考え方に準拠するならば「学生の中で当事者による解決方法および学
生周囲から解決の方策はないか」というニュアンスで話を進めていているのである。きち
んと事実関係の深奥部に入りきってなくても、自身のいじめに関わる経験からの認識が示
されており、端で見ていて座談は進んでいる印象を持つことができた。座談で何か解決で
きる意見が出たわけではないが（またそれを求めているものでもないことは繰り返し述べ
ているが）、いじめをめぐる大人の問題（教育委員会も高校教師も）は、子どもを主体とし
て考えた場合、解決に向けての優先順位が違うという認識が出てきたのである。大人が注
意を払うことは大事だが、自らの解決について同世代の子どもたち、ひいてはいじめられ
ている当事者と周囲の態度がいかに大事かを常に目を配っておくべきであるというニュア
ンスが出されたのは、ある意味新鮮なやりとりであったといえる。これも経験に基づく問
題の所在の立て方であったのであろう。この事例は画一的な結論や見方に落としどころを
持って行くのではなく、ひとまず自分の意見に基づいた読み取りをしていこうとするやり
とりであったように思われる。 
②親の関心学力を伸ばす 小中学生調査「対話の有無が大きく影響」（12/19 授業） 
 この記事は日本人学生の一人が提案してくれたものである。提案した学生のねらいは、
クラスで中国人留学生の比率が高いことを意識してか「経済成長のめざましい国では勤労
時間、家庭の時間に変化があると思います。それについてどう思うのか。得たものと失っ
たものの違いを話してみたい」（提案した学生のメモ書きより）と伝えてくれた。記事の内
容は、筆者なりにまとめると、日本教育社会学会における山崎博敏・広島大学教授の研究
 40
国際教育  第１号 （2007 年 3 月） 
グループの報告を紹介したものである。この報告は、小中学生に対してのアンケートによ
り、夕食を一人で食べるか、親とともにするかということと「学力」との相関関係を検証
したものである。記事に示されたまとめを引用すると「子供が一人きりで夕食を食べたり、
親が子供の成績に関心を示さなかったりする家庭では、子供の学力が低い傾向があるとす
る研究成果を発表した」とある。 
 学力の指標として漢字の書き取りや計算問題などの、国語と算数の試験を実施して活用
したとあるので、「学力」とは何かという前提を読み手側が誤らないようにしないといけな
いが、少なくとも、学校の成績と親の子に対しての関心度は関わりがあるのではないかと
いう趣旨の紹介であることは間違いない。 
 さてこの記事に基づいて学生たちに出した座談のお題が「みなさんが大学に入る前に家
で過ごした夕食の風景を細かくグループ内で説明してみてください。またそのときどのよ
うな会話をし、また自分にとって家族との夕食はどのように位置づけられるか考えてみて
ください」とした。お互いの夕食風景を細かくしゃべってもらいながら、果たして「学力」
（この記事ではひとまず学校の成績）とは関係あるのかなという実感的なものを出しても
らいたかった。あるグループのやりとりを紹介したい。 
 このグループは 5 人で日本人学生は 1 人（女性、Ｅさんと記す）、留学生はベトナム 1
人（男性、Ｆさんと記す）、中国 1 人（女性、Ｇさんと記す）、韓国 1 人（女性、Ｈさんと
記す）、モンゴル 1 人（女性、Ｉさんと記す）である。 
 このグループではそれぞれの経験を紹介してもらうときに「家族全員で食べる夕食の効
果」を広い意味で話してみようと試みてくれたようである。このやりとりの先導では日本
人学生が口火を切って話を進めてくれた。彼女の先導によって、「夕食を一人で夕食を食べ
るよりもみんなで食べる方がおいしい」ということと「みんな思春期には自分が勉強で忙
しかったり、親が仕事で遅くなったりで必ずしも夕食をともにすることは頻繁ではなかっ
た」という共通項を導き出してくれた。また親の関心と勉強の成績との関連についてはそ
れぞれで事情が違うという見解を確認したようである。この点はグループの学生それぞれ
が事後の提出ペーパーでも言及している。例えば、 
「グループで話したメンバーは中、高校の時に、学校の寮に住んでいたとか、サークルを
していたので、親と夕食を食べるのは実は少なかった。」（Ｇさん） 
「（自分が小学校に入ったときから）母と父は忙しいので、家族の食事の時間に間に合わな
いことが普通だ。父はいつも遅くに帰り、僕の勉強している部屋に入って寝るので僕は勉
強に集中できない。父のことを心配した母は、僕のこと、あるいは僕の勉強に関心をしな
い（持たない）･･･（中略）･･･他ならない父母は子供の性格をもっとも知る人だと思う。
子供の学力を伸ばす要素は親の関心であると僕は思う。」（Ｆさん）（括弧内は筆者註） 
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「家から離れている高校に進学するようになって、兄と姉と一緒に（父母と離れて）住ん
でいた。でも成績についてみんなが異なっていた。しかし家族と一緒の夕食には子供たち
に効果があると思う。」（Ｉさん） 
「高校の頃寮に入っていたので、家族とは食べる機会はなかった。しかし母親が高校の時
成績についていろいろいわれ、一時期勉強するのがいやになった･･･（後略）」（Ｈさん） 
と後で提出したペーパーを見ても自身の経験により家族の夕食と成績についての関係性に
ついては直接的つながりを感じなかったようだが、話しながら、どうも親の関心と子供の
精神状態については大きな関係があるのではないかという流れに落ち着いたようである。 
「「親が子供に関心を寄せる（夕食を一緒に食べる）と子供の学力向上させられる」という
風に考えたことなかったし、その相関図を描くことはできません。でも一つ言えることが
あります。それは、親が子供に対して適度な関心（行き過ぎた関心では逆効果では･･･）を
寄せ、それを子供が愛情として受け入れることができたとき、子供は余計な心配をするこ
となく、やるべきこと（例えば学生の身分であれば勉強や部活動など）に集中でき、その
子供がもっている力を発揮できると思います。」（Ｅさん） 
 記事の見出しだけで判断すると、単純図式のように「家族一緒の夕食」→「子供の成績
上昇」という流れで読み誤りやすいが、記事の内容を読み、自身の経験を照らしながら、
座談をしていくことにより、ある程度文章の読みを深めていく効果があるように思われる。
この事例の座談は異文化を認識するというよりもお互いの生活経験を整理することで、あ
る程度普遍的な見方に近づけていこうとするやりとりであったように思われる。 
 
４．まとめ：経験からことばを発し修正していくことの意味について 
 以上、本稿では、日本事情の授業で時事問題を扱いながら、その時事問題を理解してい
く過程のなかで、自分の経験をどう認識し発言し、さらに記述していくかを、授業実践の
一端から報告と小括を行った。その際、授業のなかで、結論を前提としない座談をどのよ
うに取り入れ、そして学生たちが自身の意見のとりまとめを行うかについての可能性を言
及した。 
 実のところ、座談という方法は、留学生教育のなかで独自性を持ちうるものではなく、
留学生、日本人学生といった属性を意識するようなものではないと筆者は位置づけている。
つまり筆者の主張は留学生教育に座談は必要であるというのではなく、どのような大学教
育でも緩やかな発話と応答が可能な「話すこと」「聞くこと」は重要な要素であり、話しっ
ぱなし、聞きっぱなしではなく、座談後に「書くこと」が大事だということなのである。 
さて留学生教育も多様になるなかで、大学における今後の日本事情科目はどのように意
味づけし直す必要があるだろうか。もはや留学生の卒業要件として特例に指定された日本
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事情科目は、仕組みを自在に変えていきながらもそののびシロを考えないといけないよう
である。 
そして文化リテラシーは、「隣にいる人の考えを知る」ことともつながるものであり、
その脈路において日本事情科目は（少なくとも大学学部教育における日本事情では）、留学
生と日本人学生による相互関係のなかで立ち上げていくもののように思われる。学部留学
生の卒業要件に設定される特例科目としての位置づけである日本事情科目は終わらせても
よいように思うのである。通常の教養科目の中で文化リテラシーを養成しうる授業へとシ
フトさせていくカリキュラム編成が必要なのであろう。留学生への効果もさることながら、
日本人学生の表現能力や自文化への認識力とも大きく関係してくるものだからである。 
「隣にいる人の考えを知る」という視点で、経験をことばにしていく過程を自由な発話
のなかで行う座談は、対象社会・文化の理解に近づく方法でもある。経験知は先述したよ
うに、くりかえしを前提とした非言語化された知識である。そしてそれは深い経験を基礎
にするのだが、それのみならず深さのない浅い経験をどう対象として認識していくかもま
た重要なのである。深浅はあれ、経験というのは主観に基づく価値観を形成しうるもので
ある。経験は自分のなかに身体化された知識（経験知、暗黙の知）となる可能性を持つが、
その性質上自分の世界観に自閉していく可能性もはらんでいる。 
経験を閉じた形にせず、自身の興味に引き入れて社会的な諸事情を考察しうる過程に援
用することが必要である。そしてそれは何も留学生だけでなく、日本人学生にも同様なの
である。経験に基づいた出力をことばで行う場合、日本語教育を受ける留学生にとって、
そのことばは第二言語である日本語であるということ、そして日本人学生にとっては母語
である日本語ということであるが、目的としていることはまったく同じなのである。 
 
（付記）本授業に参加した学生は 100パーセント座談のあとのペーパーを提出してくれた。
そして座談中に授業者はグループに介在せず、通りすがりながら話を聞かせてもらい、ま
た必要に応じて「盗み聞き」（ことばは悪いが）をメモに取らせてもらった。本稿では学生
の発言、ペーパーでの主張を本稿で活用することを学期末に伝え了解してもらった。ここ
に参加した学生への感謝を記したい。 
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【註】 
（註 1）2004 年 4 月 14 日日本経団連発表の奥田談話。 
（註 2）日本語教育の中での日本事情教育は、旧来のことば偏重の教育から文化的背景を理解した上での
表現能力をいかに養成するかというところに関心がひろがっているといえよう。「21 世紀の日本事情教
育」研究会が研究成果として刊行している各論稿もいわゆる「文化リテラシー」というキーワードをもと
に授業実践の検討が示されている。これらの実践方法に基づく論考は、授業を受ける側のレベルやどの教
育機関での実践かなどで、個別の事例としてとらえがちであるが、むしろ多様な実践例から学ぶことが多
いのではなかろうか。特に海外における日本語教育での「日本事情教育」は、現在の日本の大学における
留学生教育を考える上で重要な示唆に富んでいるように思われる。たとえば［守時 1999］の中央ヨー
ロッパにおける文化リテラシーを養成する論考や［矢部 2001］の文化的基盤が形成される前の初中等
教育の学生への実践などは興味深い。 
（註 3）「日本事情」研究会が刊行を重ねている学術雑誌『２１世紀の日本事情』もサブタイトルが「日
本語教育から文化リテラシーへ」となっている。ことばを習得していく過程において、違う文化的背景の
事象をどう解釈していくかという能力にまで拡大していこうというねらいを持ったキーワードであろう。
ただし「文化リテラシー」ということばは、「ある対象への認識とそれに基づいた自己の表現をいかにす
るか」という広い枠組みで捉えられるべきものであり、何を対象とするかによってこのことばは拡大的に
使用されてしまう側面も合わせ持つ。たとえば近年のインターネットを中心としたメディア環境の中でど
う情報を受け止め発信していくかを問う能力は「情報文化リテラシー」ということばでくくられるもので
あろう。本稿で筆者自身は広い意味での「文化リテラシー」ということばで捉えて論じていくのではなく、
異文化を自覚しながらも改めて自分の育ってきた文化を意識化する文脈で「文化リテラシー」ということ
ばを使用していくものとする。あえていえば「異文化・自文化リテラシー」となるが、冗長なので「文化
リテラシー」ということばで述べていくものとする。 
（註 4）ここで経験知ということばに「広い意味」というただし書きをつけた。それは以下の理由に基づ
いている。経験知の概念を提示し展開したマイケル・ポラニーは、「暗黙の知」という括りで、言語で表
現できる知識とは違う非言語化された知識として意味づけを行った［マイケル・ポラニー 1980 年］。そ
の中で対象化された身体技術は経験と実践をくり返すことによって獲得された深い経験に基づくもので
ある。筆者なりにいいかえると、ことばで表現化できない経験知は身体技術（例えば舞踊からうなぎの串
刺しの仕方、また工場での熟練技術など）のように、長期間の学習過程によりことばを基盤としない脈路
で形成される概念である。また身体技術に関わる知識について、その修得（学習）過程の中で論じた［ジ
ーン・レイブ、エティエンヌ・ウエンガー 1993 年］の解釈も、経験による知識の習得は、深い実践に
基づく経験が前提となり場の文脈が大事である知識と意味づけできる。ただし、経験というのは１回性の
ものから数え切れないものまでさまざまである。また［ドロシ ・ーレナード、ウォルタ ・ースワップ 2005
年］で示されているように、私たちは経験の深浅により認知に差が現れ、浅いほど少ない経験に基づくパ
ターンに固執してしまう傾向がある。つまり少ない経験に固執すれば、閉じた考えを示す傾向があるとい
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える。例えば「日本人の友人は約束の時間に早く来る。」という経験をした留学生が「日本人は時間を守
る」という括り方で認知してしまうことがある。しかしながらたくさんの日本人とつきあっていると、い
ろいろな時間に対しての考え方や行動に遭遇し「日本人は約束の 2，3 分前までに来ることが多い」まで
パターンに深さを持たせて認識することが可能である。本稿で使う「経験知」ということばは、深浅含め
た経験の特性に合わせてもう少し緩やかに「浅さ深さを問わず自分が育ってきた文化の中で経験した見解
と知識」という広い意味で使用するものとする。この「経験知」がどのように変容し言語化していくとき
に活用されうるかが、本稿における問いの中心である。 
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